
-1/2- 

平成 23 年 10 月 20 日 

 

各  位 

会 社 名 株式会社長谷工コーポレーション

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  大 栗 育 夫

（コード番号 １８０８ 東証・大証 各市場１部） 

本社所在地  東京都港区芝二丁目３２番１号 

問 合 せ 先 執行役員 広報ＩＲ部 担当  岡 田  裕

（ＴＥＬ ０３－３４５６－３９００） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 5 月 12 日の決算発表時に公表しました業績予想を下記の通り修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 
記 

１．平成 24 年 3 月期（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）業績予想の修正 

平成 24 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 235,000 8,500 7,000 3,000 1 78 

今回修正予想（Ｂ） 235,000 9,500 8,500 5,000 3 11 

増減額（Ｂ－Ａ）  ― + 1,000 + 1,500 + 2,000  

増減率（ ％ ）  ― + 11.8 + 21.4 + 66.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23 年３月期第２四半期） 205,700 10,848 9,396 7,235 4 59 

 

平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年３月 31 日） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 495,000 23,000 18,000 9,000 5 55 

今回修正予想（Ｂ） 520,000 23,000 18,000 9,000 5 55 

増減額（Ｂ－Ａ） + 25,000  ―  ―  ―  

増減率（ ％ ） + 5.1  ―  ―  ―  

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年３月期） 440,429 23,327 19,138 10,137 6 29 
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平成 24 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 170,000 7,000 8,000 5,500 3 44 

今回修正予想（Ｂ） 170,000 8,000 9,500 7,500 4 77 

増減額（Ｂ－Ａ）  ― + 1,000 + 1,500 + 2,000  

増減率（ ％ ）  ― + 14.3 + 18.8 + 36.4  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23 年３月期第２四半期） 131,470 7,717 10,133 9,231 5 91 

 

平成 24 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年３月 31 日） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 350,000 16,000 14,500 9,000 5 55 

今回修正予想（Ｂ） 380,000 16,000 14,500 9,000 5 55 

増減額（Ｂ－Ａ） + 30,000  ―  ―  ―  

増減率（ ％ ） + 8.6  ―  ―  ―  

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年３月期） 298,472 16,796 16,501 9,461 5 84 

 
 

 
２．修正の理由 

当第 2 四半期累計期間の個別業績予想につきましては、売上高は前回発表予想から変更ありませんが、

営業利益及び経常利益の増加については、建築受注を目的とした不動産取引による利益計上及び一般管理

費の削減等によるものであります。四半期純利益の増加については、保有不動産を売却し特別利益に固定

資産売却益を計上したことによるものであります。 

なお、通期の業績予想につきましては、不動産取引による売上高の増加を見込みますが、依然として景

気の先行きが不透明であり、労務不足等による建築コストの上昇の懸念があることから、営業利益、経常

利益及び当期純利益については前回発表予想を据え置くことといたしました。 

連結業績予想につきましては、第２四半期累計期間及び通期とも個別業績予想の修正と同様の理由によ

るものです。 

 

 

 

 

 

 

以 上 

(注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいており、実際の業績は、

様々な要因により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 


